
スイーツ Sta.

成田公民館

児童遊戯

児童遊戯

一般開架

児童開架

アンダーパスからスムーズ
にアクセスできる入口

縁側ストリートによって
スムーズに公民館にアク
セスできる

まとまりのある
機能的な管理諸室

上下階のカウンターが
EVでスムーズにつながる

ゆるやかな段差が子ど
もの遊び場になり、緩
やかに上階とつながる

児童開架と
屋内遊戯施設を
一体的につかう
ことができる

有料・無料の区画に
明快に対応可能

ものづくりのスペースが、賑
やかな児童エリアと落ち着い
た一般開架をつなぐ場となる

落ち着きのある、
まとまった一般開架の配置

有機的な耐力壁が、
利用者をなめらかに導く
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公民館の調理室と連携しやすい
スイーツステーションの配置

親子でくつろげる児童開架
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文化のサイクル

情報と出会う

体験
創造情報が

生まれる

情報を
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誰でも
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とみやっこ
プロジェクト

検討会議

事業工程 基本設計

与件整理

図書館を
知ろう

新施設を
知ろう

自由に語る会 ものづくりを
してみよう

プレイベント現場見学

スイーツを
つくろう

ブルーベリーを
育てよう

スイーツや農業の
道具をつくろう

活動を
映画化しよう

機能配置 運営方針 仕組みづくり 仲間づくり 体制づくり

実施設計 工事期間 供用開始

利用者動線
入口

EV

管理者動線
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成田公民館
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児童遊戯ホール

児童の居場所

学びと遊び

親子の居場所
大人の居場所

知る・つくる・体験する
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S柱・梁

鉄板+合板
耐力壁

外周部+内側曲面壁

RC基礎

鉄板（t=9）を合板
（t=15×3枚 ) でサンド
イッチした耐力壁
曲面にも追従する

児童
カフェ 一般開架

静か 賑やか

柔らかに人々を活動との出会いへ誘導する木造耐力壁

流線型の柔らかな壁を各所に配置し、構造
を合理化するとともに、居場所や活動のきっ
かけとしても活用します。

基礎廻りは RC 造、上部は大スパンに適し
た S 造とし、人の手に触れ、耐火被覆を必
要としない耐震要素に木を活用する適材適
所の計画とします。

既存のアクティビティと複合機能・情報を立体的に編み込む

有機的な耐力壁に導かれる空間のイメージ

　2F イメージ

1F イメージ

構造ダイアグラム

立体的に複合機能がつながる

活動や情報の関係性をつくる

成田公民館での活動や周辺施設
（高校など）の活動と複合機能、
情報を一体に捉え、関連するも
のを結びます。関連する機能や
情報が、空間の中に有機的に連
なることで、新たな活動との出
会いや創造を触発します。

具体的には、敷地の高低差を活かし
て施設全体を立体的な回遊動線で繋
ぎます。活動に合わせた多様な居場
所をつくり、館内を巡りたくなる空
間とします。

立体的に巡る空間により、様々な情報や活
動との自然な「出会い」を生みます。
館内の豊富なタッチポイントが、市民が自
ら活動や情報を「つくる」「発信」すること
のきっかけとなり、富谷ならではの新しい
文化のサイクルをつくります。

市民参加による設計や管理運営指針策定支援の実績を活かして、対象や参
加の仕方が選べる３つの市民対話型のプロセスを計画します。
市民が自ら活動し、発信する文化の土壌をつくるため
に、施設設計から開館後の運営の仕組みやルール、体
制を市民とともに考えます。将来的にはサポーターク
ラブの発足やまちづくりへと発展する仕掛けです。

活動に合わせた環境ゾーニングと明快な動線計画

出会い、活動し、発信する「文化のサイクル」 ともに考え、ともにつくる

誰もが気兼ねなく過ごせ
るように、音環境を緩や
かにゾーニングします。

利用者動線は、3 つの入口と階段・EV によって、どこから
でもアクセスしやすい計画とします。
管理者動線は西側に集約し、コンパクトな計画とします。

１・２階のメインカウンターからの見通しの良い計画とし
ます。２つの遊戯室は今後の運営方針によって、有料エリ
アを入口で区画可能な計画とします。

文化のサイクルが生まれる空間のイメージ 市民対話型プロセスのイメージ

市民参加の実践例

音環境のゾーニング

■鉄板 +木合板のやわらかな耐力壁

■情報や活動に出会うタッチポイント

■RC/S/ 木を組み合わせた構造計画

■音環境のゾーニング

■動線

■セキュリティ

３「活動を編む」立体回遊空間
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